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１．赤十字の紹介

２．令和６年能登半島地震
赤十字活動報告

３．災害から命を守るために



赤十字とは？
世界中で戦争・紛争犠牲者の救援をはじめ、
災害被災者の救援、医療・社会福祉事業な
ど、人道的支援活動を展開する組織

日本赤十字社の使命
わたしたちは、

苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、
いかなる状況下でも、

人間のいのちと健康、尊厳を守ります。







■国際活動
世界中の紛争や
災害の被災者に支援の手を。

■医療事業
地域医療への貢献。
災害などに備えて医師、
看護師を訓練。

■血液事業
あなたからの
温かい贈りもの、献血。

■青少年赤十字
学校を通じて
いのちと健康を大切にする
意識や思いやりの心を育成。

■災害救護活動
災害現場での
医療救護や救援物資の配布。

■看護師等の養成
救護や医療にあたる
看護師などを養成。

■赤十字ボランティア
赤十字を支え合う
ボランティア。助け合う心。

■社会福祉
こどもやお年寄り、
障害のある人のための
社会福祉施設の運営。

■赤十字講習
病気やけがの予防と
とっさの時の手当など、
健康で安全な生活。

日本赤十字社の事業
赤十字活動は、みなさまからいただいた
活動資金などで支えられています。



災害救護
災害時に救護班等を派遣し医療救護活動を行う

１８８８年 磐梯山噴火（福島県）
１９９５年 阪神・淡路大震災
２００４年 新潟県中越地震
２０１１年 東日本大震災
２０１６年 熊本地震
２０２０年 新型コロナウイルス感染症対応

豪雨災害
２０２４年 能登半島地震

能登半島大雨災害

救護班…
医師１名・看護師３名・主事２名
訓練・研修等で救護員を養成



医療救護
救援物資の配分

こころのケア

防災セミナー
救急法講習

医療救護
義援金の受付

災害救護・防災・減災活動
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令和６年能登半島地震

令和６年１月１日(月) 16時10分

石川県能登半島 最大震度７

広範囲で家屋倒壊や火災等の被害が発生
（死者 374人 住家被害 約86,000棟 R6.9.24現在）
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救護班等派遣

救護 石川県周辺の日赤・ＤＭＡＴで対応

派遣 １/３(水) 九州にも救護班派遣依頼あり
１/４(木)～福岡県支部救護班派遣
※その後、九州各県から輪番で派遣

拠点 道の駅輪島 ふらっと訪夢２F
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能登半島地震災害対応
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大分県支部の救護班等派遣

（１）救護班 ３班

（２）日赤災害医療コーディネートチーム １班

（３）こころのケア班 １班
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能登半島地震災害対応
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救護班

１．班員
７名（８名）

医師１名・（研修医１名）・看護師長１名・
看護師２名・薬剤師１名・主事２名

２．派遣期間等
第１班 １月16日(火)～１月20日(土) ７名
第２班 １月28日(日)～２月１日(木) ８名
第３班 ２月８日(木)～２月13日(火) ８名
※初日と最終日は移動日（活動日３日～４日）
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救護班

３．活動場所
七尾市

拠点 能登中部医療圏活動拠点本部
（能登総合病院 ⇒ 能登中部保健福祉センター）

体育館・集会所・小学校など１日３～５ヶ所

４．活動内容
避難所アセスメント（環境調査）
巡回診療
その他



17







20

日赤災害医療コーディネートチーム

１．メンバー
医師（コーディネーター） １名
主事（コーディネートスタッフ） ２名

２．派遣期間
２月２日(金)～２月８日(木)
※初日と最終日は移動日（活動日５日）

３．活動場所
能登町（能登町保健医療福祉調整本部）

４．活動内容
避難所の情報収集・日赤救護班活動の調整・
ＪＭＡＴ等他団体との連携・その他
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こころのケア班

１．班員
４名 大分 看護師長１名・看護師１名・主事１名

宮崎 看護師１名

２．派遣期間
３月３日(日)～３月９日(土)
※初日と最終日は移動日

３．活動場所
七尾市役所・七尾市役所分庁舎パトリア

４．活動内容
支援者（自治体職員等）への活動支援
リフレッシュルーム対応
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被災地医療機関支援

１．人員
看護師１名

２．派遣期間
２月２９日(木)～３月６日(水)
※初日・２日目と最終日は移動日（活動４日間）

３．活動場所
市立輪島病院

４．活動内容
救急外来受診患者・発熱外来等対応
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日赤の医療救護活動終了

（１）救護班
３月11日(月)派遣終了

（２）日赤コーディネートチーム
３月14日(木)派遣終了

（３）こころのケア班
５月２日(木)派遣終了
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日赤の医療救護まとめ



※地区・分区に備蓄 災害時だけでなく火災や風水害の被災者にも配分

災害救援物資

毛布・タオルケット 緊急セット

ブルーシート

バスタオル

タオル

安眠セット



災害への備え



災害に備えるために

「自助（じじょ）」

 災害発生時に「いのちを守る」

 災害発生後の「いのちをつなぐ」

「共助（きょうじょ）」



自分や家族が助かる
【安全な場所への避難】

まずは自分の命を守る

周りの人を助けるためにも



大雨・土砂災害からいのちを守るために

早めに安全な場所に避難する



安全な場所への避難

家の安全が確保されていない

直ちに安全な場所へ避難

家の安全が確保されている

さらにプライバシーも確保



在宅避難 自宅の安全を確保

 家屋の耐震化

 家具の安全対策

 十分な備蓄

耐震化していますか？
新耐震基準：1981 （Ｓ５６）年

出典：消防庁「チャレンジ！防災48」



転倒する家具

 ポール式で固定

＊天井や家具の強度が重要

 Ｌ字金具で固定

 連結器具で固定

撮影:日本赤十字社北海道支部



転倒する家具

 粘着マット式で固定

＊家具の重量に注意！

出典：家具類の転倒・落下・移動防止対策
ハンドブック（令和４年度版） 東京消防庁

 重い物は下に収納



落下する・割れる家具

扉を留め具で固定 飛散防止フィルムを貼る



非常持ち出し品



備蓄の準備・見直し

✔食料品

１日３食×７日分×家族の人数分

✔水

１日３リットル×７日分×家族の人数分

✔携帯トイレ

１日○回分＊×７日分×家族の人数分

＊１日に何回トイレに行くか想定



自動ラップ式トイレ



地震による火災

出典：消防庁「チャレンジ！防災48」

広域で同時に多発し

消火が追いつかない



地域の力で助け合う

出典：消防庁「チャレンジ！防災４８」



災害は非情

熊本地震災害 2016年４月
熊本豪雨災害 2020年７月

能登半島地震 2024年１月
能登半島大雨災害 2024年９月



いつ起こるか
分からない災害に、

普段から
備えましょう

命を守るために


